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平 成
１９年度 水道事業会計の決算状況

金 額項 目
３億３，２１０万円資本的収入
２億９，９６０万円
１億８，９６０万円

企業債
(内借換債）

３，２５０万円負担金
７億１，６１２万円資本的支出
３億 ４３４万円建設改良費
４億１，１７８万円
１億９，００２万円

企業債償還金
(内繰上償還）

３億８，４０２万円不 足 額

【資本的収支】

金 額項 目
９億４，３２０万円収益的収入
９億４，２１８万円
８億８，６８４万円

営業収益
(内給水収益)

１００万円営業外収益
２万円特別利益

８億４，９９１万円収益的支出
６億９，１５８万円営業費用
１億５，３３５万円営業外費用

４９８万円特別損失
９，３２９万円純 利 益

【収益的収支】 ◎収益的収支
収益的収支とは、水をつくり、ご家庭に水をお届けす

るための収支を表したものです。
収入合計は、予算の９億６，５８５万円に対し決算は９億

４，３２０万円で２，２６５万円の減となりました。
一方、支出合計は、予算の８億９，９８３万円に対し決算

は８億４，９９１万円で４，９９２万円の減となりました。
この結果、収支決算は、予算の６，６０２万円に対し９，３２９

万円の黒字となりました。
これは、事務事業の精査を図りながら経費の節減に努

めたことや、平成１９年７月１日からの水道料金の改定
（平均改定率１０％）によるものです。

この黒字額については、国などからの借入金の今後の
元金償還に備えるため減債積立金に１，３２９万円、配水管
の更新などの施設整備に備えるため建設改良積立金に
８，０００万円を積み立てする予定です。

◎資本的収支
資本的収支とは、浄水施設や配水池、配水管の整備な

どに使用するための収支を表したものです。
収入合計は、予算の３億５，９６０万円に対し決算は３億

３，２１０万円で２，７５０万円の減となりました。
一方、支出合計は、予算の７億８，７６８万円に対し決算

は７億１，６１２万円で７，１５６万円の減となりました。
この結果、収支決算は、予算の４億２，８０８万円に対し

３億８，４０２万円の財源不足となりました。
この不足額については、収益的支出のうち現金の支出

を必要としない費用の減価償却費など内部留保している
損益勘定留保資金や建設改良積立金で補てんしました。

わたしたちの日常生活において、水は欠かせないものであり、
水道は生活を支えるライフラインの１つです。
市は、安全で良質な水道水を安定的に供給するため、市民の

皆さんからいただく水道料金を主な財源として、水道施設の整
備や維持管理などを毎年度実施しています。
今月号では、表を使いながら平成１９年度水道事業会計の決算

状況をお知らせします。

水道事業は、地方公営企業法に基づき地方自治体が経営
する企業として運営されています。

会計制度は、企業の経営成績や財政状態を明らかにする
ため、企業会計方式を採用しているほか、事業に必要な経
費は経営に伴う収入（水道料金収入）をもって充てるとい
う独立採算制を原則に経営しています。

このため、事業の運営に当たっては、本来の目的である
公共の福祉を増進するとともに、常に効率的な事業運営を
図り、企業の経済性を発揮することが求められています。

水道事業は、将来にわたり市民の皆さんへ安定給水する
ことを使命としており、そのためには、水源の確保や水道
施設の整備などの事業が不可欠になっています。

５２，０３９人給水人口

２２，１１２戸給水戸数

４３５万１，６９７立方㍍
（１日１人当たり平均２２８㍑）年間給水量

１万３，８３８立方㍍平均配水量
（１日当たり）

（平成１９年度）
給水の状況

水道事業会計の概要

収入と支出の概要


